
県 議 の 岩 切 た つ や で す 。 ２ 月 定 例 議 会 報 告 で す 。 〈 第 １ ９ 号 〉

宮
崎
県
庁
や
市
役
所
、
公
立
学
校
に
は
、
臨
時
職
員
と
か
非
常
勤

な
ど
、
期
限
を
限
ら
れ
て
働
く
皆
さ
ん
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

も
と
も
と
決
算
期
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
な
ど
臨
時
に
短
期
間
、
雇

用
す
る
場
合
や
、
正
規
職
員
が
欠
員
に
な
っ
た
時
の
一
時
的
補
充
の

制
度
だ
っ
た
の
が
、
地
方
財
政
の
悪
化
の
な
か
、
正
規
雇
用
の
公
務

員
数
を
減
ら
す
声
が
強
ま
り
、
自
治
体
で
は
不
足
す
る
労
働
力
を
こ

の
よ
う
な
非
正
規
雇
用
に
求
め
て
き
ま
し
た
。
全
国
の
自
治
体
で
は

６
５
万
人
を
超
え
る
存
在
と
な
り
、
行
政
遂
行
の
中
心
的
な
労
働
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
低
賃
金
、
不
安
定
な
雇
用
で
、
官

製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
言
わ
れ
る
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

窓
口
な
ど
で
対
応
す
る
職
員
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
よ
う
な
非
正
規

雇
用
の
方
だ
っ
た
り
、
子
育
て
相
談
機
関
な
ど
様
々
な
「
相
談
員
」

と
か
「
専
門
員
」
と
か
言
わ
れ
る
立
場
の
方
々
、
ま
た
学
校
な
ど
の

現
場
に
も
多
数
雇
用
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
地
方
公
務
員
法
改
正
が
あ
り
、
４
月
か
ら
「
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
」
が
導
入
さ
れ
、
諸
手
当
や
ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
、
休

暇
制
度
の
適
用
な
ど
適
切
な
雇
用
と
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
処
遇
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
来
年
度
に
向
け

た
準
備
状
況
を
確
認
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
正
規
職
員
と
同
じ
労
働
時

間
で
あ
っ
た
職
場
が
、
１
日
当
た
り
３
０
分
と
か
１
時
間
短
縮
さ
れ

た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
に
条
件
変
更
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
県
は
ボ
ー
ナ
ス
を
出
す
分
、
一
日
当
た
り
の

賃
金
単
価
を
削
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
職
員
の
生
活
を
無
視
し

て
、
財
政
的
事
情
を
優
先
し
た
と
批
判
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

社
民
党
か
ら
満
行
議
員
が
質
問
し
、
「
今
後
適
切
に
見
直
し
、
フ

ル
タ
イ
ム
移
行
を
含
め
検
討
す
る
」
と
の
答
弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

卒
業
・
入
学
、
就
職
・
進

学
な
ど
、
希
望
溢
れ
る
季
節
。

全
て
の
子
ど
も
ら
に
、
幸
福
な

未
来
が
あ
る
よ
う
に
祈
る
と
同

時
に
、
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

様
々
な
課
題
を
取
り
上
げ
て
、
県

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
県
政
に
対
す
る

ご
意
見
、
ご
要
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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違
い
で
争
う
こ
と
も
あ
っ
た
人
類

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

共
通
の
災
禍
に
お
の
の
き
、
経
済
的

大
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
日
々
の
対
策
と
同
時

に
未
来
に
も
責
任
を
持
っ
た
対
応
を

求
め
ら
れ
て
お
り
、
し
っ
か
り
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

厚
生
常
任
委
員
会
で
発
言

私
の
所
属
す
る
厚
生
委
員
会
は
、
福

祉
保
健
部
と
県
立
病
院
を
所
管
し
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
対
策
の
最
前
線
の
部
局
で
、
職
員
は

情
報
収
集
や
検
査
、
治
療
に
日
夜
尽
力

し
て
い
ま
す
。

厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
の
私
は
、

学
校
の
休
校
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
自

粛
に
よ
り
、
県
民
の
不
安
や
精
神
的
ス

ト
レ
ス
が
高
ま
っ
て
お
り
、
メ
ン
タ
ル

面
の
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
も
的
確
に
対

応
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
県
全
体
で
も
、
景
気
悪
化
に
苦

し
む
中
小
企
業
・
商
店
へ
の
支
援
や
、

予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
が
続
く
観
光
業
界
へ

支
援
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

正
し
く
恐
れ
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
と
し
て

大
事
な
こ
と
は
、
感
染
し
て
い
る
こ
と

に
気
づ
か
な
い
（
発
症
し
な
い
）
こ
と

も
あ
る
の
で
、
手
洗
い
・
う
が
い
、
マ

ス
ク
着
用
と
消
毒
な
ど
で
、
広
げ
な
い
、

受
け
取
ら
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と

に
加
え
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
運
動
、

栄
養
、
休
養
を
し
っ
か
り
取
る
な
ど
正

し
く
恐
れ
る
よ
う
に
と
学
び
ま
し
た
。

正
し
い
理
解
と
対
応
は
、
政
策
決
定

に
お
い
て
も
大
事
で
、
宮
崎
県
の
最
重

要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
に
は
、

状
況
を
正
し
く
理
解
し
、
人
口
が
減
少

す
る
こ
と
を
正
し
く
恐
れ
、
無
用
に
嘆

か
ず
、
所
得
向
上
な
ど
的
確
な
対
策
を

行
い
、
自
治
体
と
し
て
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

県
は
、
人
口
減
少
対
策
基
金
を
設
置

し
、
１
２
億
円
余
の
事
業
で
、
労
働
環

境
や
生
活
環
境
の
整
備
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
コ
ツ
コ
ツ
と
、

か
つ
確
実
な
実
施
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

1979年県庁入庁し、児童相談所、福祉

事務所等に勤務。その間、労組委員

長、ＰＴＡ会長など労働運動、地域活動
に取り組む。

2015年県議選に初挑戦、

現在二期目。厚生常任委
員会委員長、議運委員

社民党県連副代表

59歳 家族 妻と子ども
資格 社会福祉士、宮崎

人
類
へ
の
警
鐘
か
も

人
は
な
ん
と
弱
い
存
在
な
の
で

し
ょ
う
。
目
に
見
え
な
い
ウ
ィ
ル
ス

に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
恐
怖
を
味
あ
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。
経
済
的
繁
栄
を
国

家
間
で
競
い
合
い
、
民
族
や
宗
教
の

２
０
２
０
年
度
予
算
を
審
査
す
る
２
月
議
会
が
２
月
２
０
日
か

ら
３
月
１
３
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

河
野
県
政
で
過
去
最
大
と
な
る
六
，
一
二
七
億
円
の
新
年
度
一

般
会
計
予
算
で
は
、
①
人
口
減
少
対
策
、
②
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
開
催
、
③
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
対
策
、
④
将
来
に
向

け
た
基
盤
づ
く
り
を
柱
と
し
た
様
々
な
事
業
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が
日
本
中
で
広
が
り
、

会
期
中
に
は
学
校
の
一
斉
休
業
が
始
ま
る
な
ど
対
策
強
化
が
求
め

ら
れ
、
議
会
も
一
般
質
問
以
降
の
日
程
が
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。



流
失
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
校
生
、

大
学
生
や
保
護
者
に
現
場
見
学
会
や
職

場
説
明
会
な
ど
を
開
き
、
担
い
手
確
保

を
行
い
ま
す
。（
こ
の
ほ
か
、
林
産
業
新

規
就
業
者
支
援
、
教
育
人
材
育
成
、
狩

猟
を
担
う
人
材
確
保
・
育
成
、
農
業
人

材
育
成
総
合
拠
点
強
化
事
業
、
未
来
の

畜
産
を
担
う
産
業
人
材
育
成
事
業
、
外

国
人
材
の
受
け
入
れ
、
確
保
、
定
着
促

進
事
業
な
ど
、
各
産
業
に
お
け
る
人
材

の
確
保
策
が
多
数
計
画
さ
れ
ま
し
た
。）

福
祉
・
生
活
基
盤
の
強
化

☆
子
育
て
相
談
窓
口
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業

～
め
ざ
せ
！
み
や
ざ

き
版
ネ
ウ
ボ
ラ
～
☆
（
９
，
３
７
２
万
円)

妊
娠
・
出
産
期
か
ら
就
学
後
ま
で
子

育
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
連
携
で
、
保

健
師
な
ど
が
個
別
的
に
、
総
合
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、

市
町
村
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

国
庫
補
助
の
対
象
外
の
事
業
を
県
独
自

に
補
助
し
、
保
健
師
な
ど
の
資
質
向
上

に
必
要
な
研
修
支
援
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
な
ど
を
行
い
ま
す

☆
体
罰
は
絶
対
に
許
さ
な
い
社
会
作
り

事
業
☆

（
１
０
７
万
円)

県
民
全
て
が
体
罰
防
止
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
虐
待
の
な
い
社
会
作
り
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

過
去
の
議
会
で
何
度
か
質
問
に
取
り
上

げ
た
、
体
罰
禁
止
の
法
制
化
に
伴
う
取
り

組
み
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。

☆
児
童
相
談
所
法
的
対
応
体
制
強
化
事

業
☆

（
７
６
０
万
円)

中
央
児
童
相
談
所
に
弁
護
士
を
雇
用

し
ま
す
。
２
名
の
弁
護
士
が
週
に
２
日

ず
つ
、
計
４
日
配
置
さ
れ
、
複
雑
多
様

化
し
て
い
る
虐
待
事
案
な
ど
へ
の
法
律

上
の
支
援
を
行
い
ま
す

☆
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事
業
☆

（
４
，
７
２
３
万
円)

介
護
者
の
労
働
環
境
改
善
に
向
け
、

県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
福
祉
用
具
展
示

場
に
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
体
験
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
貸
し
出
し
す
る
な

ど
普
及
に
努
め
、
導
入
し
よ
う
と
す
る

介
護
事
業
者
に
そ
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
ま
た
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
か

か
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
き
ま
す
。

☆
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た

め
の
総
合
対
策
事
業
☆

（
７
，
２
９
０
万
円
）

住
民
の
移
動
手
段
を
維
持
す
る
た

め
、
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最
適

化
や
バ
ス
の
運
行
状
況
が
ス
マ
ホ
で
確

認
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
見
え
る
化

を
推
進
し
、
公
共
交
通
利
用
を
促
進
し

ま
す
。
高
齢
者
が
「
制
限
運
転
宣
言
」

を
す
る
場
合
に
バ
ス
定
期
券
の
取
得
に

補
助
を
行
い
ま
す
。

☆
地
震
・
津
波
被
害
想
定
調
査
☆

（
１
，
４
０
０
万
円)

最
新
の
知
見
で
日
向
灘

地
震
の
被
害
想
定
調
査
を

実
施
し
、
今
後
の
防
災
減
災
対
策
に
反

映
さ
せ
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

の
浸
水
想
定
や
被
害
想
定
と
比
較
分
析

し
、
日
向
灘
地
震
に
対
す
る
正
し
い
理

解
を
促
す
効
果
を
期
待
し
ま
す
。

〈２月議会の議案〉
◆新年度一般会計予算案（６，１２７億８千万円余）案ほか予算議案20件
◆今年度一般会計補正予算案ほか補正予算議案19件◆宮崎県国民スポ
ーツ大会・全国障害者スポーツ大会開催基金条例案、無料低額宿泊所の
設備及び運営の基準に関する条例ほか条例案28件、補正予算関連条例5
件、◆宮崎県子どもの貧困対策推進計画の変更など。
〈日常活動スナップ〉

日米合同訓練に対する県申し入れ↓社民党県連新年旗開き→

昨年10月の台風災害に遭った

宮城県丸森町を会派で視察
寒
い
、
早
朝
街
宣
行
動

母
校
の
宮
崎

地
区
同
窓
会

２
月
議
会
で
は
登
壇
の
機
会
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
議
会
に
提
案
さ

れ
た
事
業
や
、
他
の
議
員
の
議
会
質
問

な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

雇
用
対
策

☆
み
や
ざ
き
地
域
活
性
化
雇
用
創
造
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
費
☆

(

２
億
４
，
８
９
９
万
円)

若
者
の
県
外
流
失
を
抑
制
す
る
た
め
、

産
学
金
労
官
が
連
携
し
、
県
内
企
業
の

就
職
促
進
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
、

産
業
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

☆
高
校
生
県
内
就
職
促
進
事
業
☆

（
５
，
８
０
８
万
円)

高
校
生
の
県
内
就
職
率
を
高
め
る
た

め
就
職
支
援
員
の
配
置
、
各
学
年
ご
と

に
企
業
説
明
会
の
開
催
な
ど
、
県
内
企

業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
す
。

同
時
に
県
外
に
就
職
し
た
場
合
の
将
来

的
な
U
タ
ー
ン
に
つ
な
げ
ま
す
。

☆
働
き
や
す
い
保
育
所
等
づ
く
り
緊
急

応
援
事
業
☆

（
５
，
３
４
４
万
円)

保
育
士
の
業
務
負
担
軽
減
す
る
こ
と

で
雇
用
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、
業
務

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
保
育
補
助
者
や
保
育

支
援
者
の
雇
用
を
支
援
す
る
た
め
、
保

育
所
等
に
助
成
を
行
う
市
町
村
に
補
助

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
所
施
設
長

な
ど
に
、
労
務
管
理
に
関
す
る
講
義
研

修
を
行
い
ま
す
。

☆
県
内
建
設
産
業
P
R
促
進
事
業
☆

（
２
，
５
０
０
万
円)

建
設
産
業
に
従
事
す
る
若
者
が
県
外

☆
質
問
☆
（
社
民
党
太
田
議
員
）

介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加
算

を
介
護
事
業
所
に
取
得
さ
せ
、
介
護

職
員
の
給
与
引
き
上
げ
な
ど
に
活
か

す
よ
う
指
導
し
て
ほ
し
い
。

☆
答
弁
☆
（
福
祉
保
健
部
長
）

特
定
処
遇
改
善
加
算
は
、
経
験
や

技
能
の
あ
る
職
員
へ
の
処
遇
改
善

で
、
介
護
離
職
を
防
止
し
、
長
く
働

い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
主
眼
が
あ
り

４
割
の
事
業
所
が
利
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
利
用
す
る
よ
う
指
導
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
き
た
い
。

長
く
介
護
の
現
場
で
働
い
て
き
た
職

員
た
ち
の
賃
金
を
向
上
さ
せ
、
全
体
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
事
が
で
き

る
の
で
推
進
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

県防災庁舎を視察↑

☆
質
問
☆
（
社
民
党
満
行
議
員
）

教
職
員
の
働
き
方
改
革
で
、
モ
デ

ル
校
の
成
果
と
課
題
、
定
時
退
校
日

の
設
定
の
成
果
な
ど
は
ど
う
か
。
実

効
性
の
あ
る
長
時
間

労
働
是
正
が
必
要
だ
。

☆
答
弁
☆
（
教
育
長
）

モ
デ
ル
校
で
教
職

員
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
、
子
ど
も

と
向
き
合
う
時
間
が
増
え
た
な
ど
成

果
を
聞
く
。
定
時
退
校
日
を
県
内
一

斉
で
取
り
組
み
定
時
を
意
識
し
て
業

務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
意
識
改
革
、

保
護
者
の
理
解
な
ど
必
要
。
総
合
型

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

市
町
村
教
委
と
協
力
し
長
時
間
労
働

解
消
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。




